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	⑧８頁　R４年度学校要覧（中学部）
	　 １　中学部の教育目標
	　 /
	　 ２　本年度の重点
	　 　（１）重点教育目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　 　    ○ 「わかる」「できた」の積み重ねにより、自ら考え、判断し、行動する主体的な学びや人とのやりとりの中で自分の考えを表現する力を伸長する。その上で、振り返る活動を通して思考を深め、家庭や地域の中で
	　 　    ○新学習指導要領に基づき、「指導と評価の一体化」を推進するために、育成を目指す資質・能力の３つの柱を踏まえた目標設定や、観点別学習状況評価の在り方を検討する。
	　
	　  （２）指導の重点

	⑨９頁　（R4年度）３中学部週時程表



